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2024 年度 事業活動報告 

Ⅰ．情勢の特徴 

（１）昨年 10 月の総選挙の結果、政府与党は過半数を割り、私たちの切実な要求を前進させられる条

件が生まれました。この根底にいのち優先の社会をと運動を強めた私たちのとりくみがありました。

７月には参議院選挙があります。連帯と共同をひろげ、「非戦・人権・くらし」を高く掲げ、平和で

公正な社会に向け、現場から声をあげ、要求を実現していきましょう。 

（２）石川・能登で発生した地震から 1 年 5 ヶ月、復旧途上を襲った豪雨災害から 9 ヶ月が経過しまし

た。各地で行政サービスやインフラが元に戻りつつあるものの、山間地や沿岸部では未だ復旧がす

すんでいない現状、被災者の医療・介護の一部負担金・利用料免除の継続など、問題は山積みです。 

新型コロナウイルス感染症に関する報道はほぼなくなりましたが、昨年 10 月の厚生労働省の人口

動態統計では、2023 年 5 月～24 年 4 月の 1 年間で死者数が計 3 万 2576 人に上り、季節性インフ

ルエンザの約 15 倍と格段に多く、その 97％が 65 歳以上の高齢者であったことが判明しました。

一人ひとりのいのちと健康、くらしを守る政治と日本社会のあり方を追求していくことが必要です。 

（３）石破政権は 2024 年度補正予算において能登半島の復旧・復興予算の 3 倍にあたる、8268 億円の

防衛費を充てました。企業団体献金が防衛費増、経済優先の政策実現というゆがみをもたらし、平

和、人権、いのちとくらしに背を向けています。社会保障分野では、「大軍拡財源確保のため社会保

障費の削減、世代間対立をあおっての給付削減、全世代の負担増」（全日本民医連第 46 回総会運動

方針）の路線を継続し、全世代型社会保障改革に向けた「改革工程」の実行で、大改悪をすすめよ

うとしています。 

（４）石破政権は昨年 12 月、高額療養費制度の上限引き上げ案を現役世代の保険料負担の軽減を理由

にまとめたものの方針転換が相次ぎ、3 月 7 日には制度見直しの凍結を求める患者団体との面会後、

「見直し全体について実施を見合わせる」ことを表明しました。しかし制度の見直しそのものは撤

回せず、2026 年度以降のあり方は今秋までに再検討し決定すると表明しました。世代間の分断のみ

ならず、健康な人々と療養中の人々との間に分断を持ち込み、健康の自己責任論をいっそう強める

高額療養費制度見直しの白紙撤回を求めるとりくみが引き続き必要です。 

（５）東京商工リサーチの調査によると、2024 年 1 月～12 月の介護・老人福祉事業の倒産件数は 172

件（過去最多）、うち訪問介護は 81 件となりました。今年 4 月に新たに公表されたレポートでは、

2024 年度（2024 年 4 月～2025 年 3 月）の倒産件数は 179 件、うち訪問介護は 86 件（前年比 21.1％

増）とどちらも過去最多を記録しました。86 件中 93.0％が職員 10 人未満の小規模事業者であり、

深刻な人手不足や人材獲得競争の激化、物価高騰、さらに基本報酬の引き下げが追い打ちをかけた

とみられています。 

（６）厚生労働省が各都道府県の第 9 期介護保険事業計画に基づいて発表した介護職員の需給見通しで

は、2026 年度に 25 万人、2040 年度 57 万人の不足が見込まれています。昨年 12 月に同省が示し

た「介護職員数の推移」では、2023 年 10 月 1 日時点の介護職員数は 212.6 万人（前年比▲2.8 万

人）と、介護保険制度創設以来初の減少に転じました。ヘルパーの不足も深刻で、2023 年度の有効

求人倍率は 14 倍で依然として高止まりのままであり、若い層の参入がほとんどなく不足と高齢化

が進行しています。単に事業所の継続にとどまらず、訪問介護そのものの存続の危機、ひいては「介

護崩壊」の危機に直面しています。 



（７）今年 3 月 18 日の社会保障審議会・介護給付費分科会で報告された「介護従事者処遇状況等調査

結果のポイント」によれば、月給・常勤の介護職員の平均給与額（一時金等含む）について 2023

年度と 2024 年度を比較すると 13,960 円の増（＋4.3％）となったものの、3 月 24 日の同分科会の

賃金構造基本統計調査資料では、全産業平均との月額給与差について2023年度6.9万円に対し2024

年度 8.3 万円と、格差が拡大する結果となりました。 

（８）制度による処遇改善対象外となっている介護支援専門員（以下；ケアマネジャー）をめぐっては、

この間「ケアマネジメントに係る諸課題に関する検討会」が開催され、「ケアマネジャーの業務のあ

り方や人材確保・定着支援、法定研修のあり方、ケアマネジメントの質の向上に向けた取り組みの

促進」について中間整理がなされました。法定業務以外の業務、いわゆるシャドーワークについて

は「地域課題として市町村主体で協議を」と自治体や関係者に責任を丸投げした形です。今年 2 月

27 日には保険外サービスの振興をめざす「介護関連サービス事業協会」が、介護系大手企業を中心

に設立されました。さらに財務省は「ケアマネジャーが担ってきた法定外業務を保険外サービスに

位置付けることで、（ケアマネジャーの）収入増や負担軽減が可能となる」「民間事業者等との連携

を推進し、報酬上のインセンティブ付けも検討すべき」と提言しました。ケアマネジャーの処遇改

善と業務のあり方を混同させ、公的給付である介護保険サービスの縮小・後退が危惧されるもので、

注視していく必要があります。 

（９）厚生労働省は、次期介護保険制度改定に向けた審議会や 2040 年のサービス提供体制を見据えた

検討会を立ち上げ、すでに議論を開始しています。次期改定に向けては「利用料 2 割負担の対象拡

大」「ケアプランの有料化」「要介護 1・2 の生活援助等の総合事業への移行」等について、2025 年

12 月の審議会でのとりまとめ、2026 年度通常国会への法案提出というスケジュール想定です。さ

らに今年 4 月 23 日の財政制度等審議会・財政制度分科会では、「給付費膨張に歯止めを」「報酬 1％

引き下げで 1420 億円抑制可能」「介護分野にばかり人材が集中するのは適切ではない、選ばれる職

場づくりを」「（訪問介護について）全国一律の報酬引き上げではなく、まずは既存施策の活用」な

どの考えが示されました。介護事業者や利用者の困難にまったく目を向けない姿勢であることは明

らかです。 

（10）昨年 12 月 2 日、健康保険証の新規発行および再発行が廃止されました。政府は医療保険証を廃

止し、取得は任意であるはずのマイナカードとの一本化を強行しようとしています。介護保険証に

ついても、なし崩し的に紙の保険証が廃止されていく危険性があります。 

 

Ⅱ．法人の重点課題と到達点 

１．経営改善に全職員が参画し、必要な利益の獲得に注力する課題について 

（１）2024 年度は、前年度の厳しい経営到達を踏まえ、なんとしても必要利益を獲得することを最重点

に予算を策定し、週報や経営ニュース、法人管理者会議等での月次決算評価・予算差異分析をすす

め全役職員で奮闘し経営改善にとりくみました。特に重点としていた「特別養護老人ホームいきい

き八田」については、2023 年度第 4 四半期に経営改善に向けたとりくみを一致団結してすすめる

ことを意思統一し、毎週の入退所確認会議や毎月の職場会議で経営の到達状況を共有し、入退院・

入退所の動向に合わせ対策を実行しました。結果、介護現場の経営に対する意識と受け入れ力量の

向上、介護・看護・相談員の連携による入退院・入退所調整の円滑化、入院空床のショートステイ

への活用がすすみ、最大の課題であった空床削減、特に入退所ロス（退所後次の入所者受け入れま

での空床）を延 430 日（前年差▲822 日、前年比 34.3％）に抑え、9 月以降稼働率目標の 95％を達

成し、前年差＋20,000 千円の収益改善を図ることができました。 

しかし、法人全体の 2024年度決算における経常増減差額は▲16,739千円、予算差▲25,007千円、

前年差▲9,162 千円の大幅な赤字決算・予算未達成となりました。主には、コロナ禍を背景とした

利用者減少を回復できず、かつ利用者の重度化や在宅介護の困難さから入院や施設入所が増加した



こと、8 月の「特別養護老人ホームいきいき八田」「いきいき八田ショートステイ」及び 10 月の「い

きいき八田デイサービス」「いきいき箱崎デイサービス」でのクラスター発生により一時的に稼働の

制限を受けたことが要因となり、サービス活動収益がほぼすべての事業所で予算乖離・減収となっ

たことによるものです。 

   サービス活動収益は 958,956 千円、予算比 96.6％▲34,058 千円の大幅未達、前年比 99.2％▲7,932

千円減収収となりました。サービス活動費用は 975,848 千円、予算比 99.2％▲7,862 千円の減、前

年比 100.2％2,032 千円の増となりました。 

単位：千円(千円未満四捨五入) 実績 予算 予算差 予算比 前年実績 前年差 前年比

サービス活動収益計 958,956 993,015 ▲ 34,059 96.6% 966,889 ▲ 7,933 99.2%

　人件費 665,452 675,162 ▲ 9,710 98.6% 666,746 ▲ 1,294 99.8%

　事業費 142,582 145,427 ▲ 2,845 98.0% 133,117 9,465 107.1%

　事務費 128,541 125,961 2,580 102.0% 128,891 ▲ 350 99.7%

　利用者負担軽減額 498 556 ▲ 58 89.6% 513 ▲ 15 97.1%

　減価償却費 37,769 36,604 1,165 103.2% 43,557 ▲ 5,788 86.7%

サービス活動費用計 975,848 983,710 ▲ 7,862 99.2% 973,815 2,033 100.2%

サービス活動外収益計 1,373 528 845 260.0% 694 679 197.8%

サービス活動外費用計 1,221 1,565 ▲ 344 78.0% 1,345 ▲ 124 90.8%

経常増減差額 ▲ 16,740 8,267 ▲ 25,007 -202.5% ▲ 7,577 ▲ 9,163 220.9%

2024年度の決算概要

 

（２）2024 年度介護報酬改定は、1.59％のプラス改定となりました。介護分野からの人材流出が進む中、

担い手確保のために処遇改善が重視されましたが、全産業平均給与と月額約 8.3 万円の差を解消す

るには程遠い内容です。また「処遇改善加算」は賃上げ原資として使途が限定されているため、そ

れだけでは安定的な事業運営にはつながりません。ちどり福祉会の影響試算では、施設系サービス

の基本報酬が 2～3％の増収となったものの、その他の事業では報酬の増減がほとんどなく、デイサ

ービスでは加算の引き下げ・類下げや総合事業の加算の一部廃止などにより実質的にはマイナスと

なりました。施設系サービスでは新たな加算が設定され、積極的に検討・取得をすすめましたが、

月単位でわずかな金額の加算が多い現状です。 

（３）2024 年度介護報酬改定で特養の宿直配置義務が「置かないことができる」に緩和されました。「特

別養護老人ホームいきいき八田」「特別養護老人ホームいきいき箱崎」では設備の導入や業務の見直

しを行い、宿直職員の配置の見直しを行いました。 

 

２．活動の原点となる職場づくり、活動を担う職員の確保・育成の課題について 

（１）2000 年の介護保険制度創設以来、増加を続けてきた介護職員数が 2023 年度に初めて減少するな

ど、介護分野の人材確保は大変な困難を極めています。新卒職員確保対策として養成校との連携に

より 27 年卒留学生の受け入れをすすめていますが、26 年卒の確保には至っていません。中途採用

では、初任者研修資格を所持するも実務経験がない職員を採用し育成をすすめました。実習生の受

け入れ（介護福祉士、実務者研修、社会福祉士等）やハローワーク・福岡県社会福祉協議会等の就

職説明会・就職フェアへ参加しましたが、なかなか確保に結びつきません。 

退職補充は有料転職サイト、派遣会社からの採用をすすめました。人材確保・利用者確保の広報・

宣伝対策として、地域貢献活動を通じた法人・事業所の認知度の向上、Google マップのビジネスプ

ロフィールの活用、ホームページの見直し・スマートフォン専用ページ開設をすすめました。 

 

 

 

 

 



2024年度入職者の状況 

2024年度入職者

雇用区分 雇用区分
常勤 14 58% ↗ 常勤 11 50% 新卒 0 0% ↘ 新卒 3 14%
短時間 9 38% ↗ 短時間 8 36% 職員紹介 9 38% ↗ 職員紹介 3 14%
嘱託 1 4% ↘ 嘱託 3 14% ﾊﾛｰﾜｰｸ 7 29% ↗ ﾊﾛｰﾜｰｸ 6 27%

24 100% 22 100% ﾈｯﾄ 0 0% ↘ ﾈｯﾄ 2 9%
有料広告 6 25% ↘ 有料広告 7 32%

介護職員 13 54% ↗ 介護職員 9 41% 業者紹介 2 8% ↗ 業者紹介 1 5%
看護 8 33% ↗ 看護 3 14% 24 100% 22 100%
リハ 0 0% ↘ リハ 1 5%
その他 3 13% ↘ その他 9 41%
計 24 100% 計 22 100%

職種別 職種別

2024年度 2023年度
入職者経路 入職者経路

2024年度 2023年度

 

2024年度退職者の状況 

2024年度退職者（全体） 2024年度退職者（常勤）

1年未満 4 16% ↘ 1年未満 7 37% 1年未満 3 16% ↘ 1年未満 3 30%
3年未満 3 12% ↗ 3年未満 2 11% 3年未満 1 5% ↘ 3年未満 1 10%
5年未満 6 24% ↗ 5年未満 0 0% 5年未満 4 21% ↗ 5年未満 0 0%
5年以上 12 48% ↘ 5年以上 10 53% 5年以上 11 58% ↘ 5年以上 6 60%

25 100% 19 100% 19 100% 10 100%

介護職員 14 56% ↗ 介護職員 9 47% 介護職員 11 58% ↗ 介護職員 5 50%
看護 6 24% ↗ 看護 3 16% 看護 5 26% ↘ 看護 3 30%
リハ 0 0% ↘ リハ 1 5% リハ 0 0% ↘ リハ 1 10%
事務・その他 5 20% ↘ 事務・その他 6 32% 事務・その他 3 16% ↗ 事務・その他 1 10%

25 100% 19 100% 19 100% 10 100%

常勤 19 76% ↗ 常勤 10 53%
短時間 6 24% ↘ 短時間 8 42% 常勤 19 15.6% ↗ 常勤 10 7.9%

嘱託 0 0% ↘ 嘱託 1 5%
25 100% 19 100%

2024年度 2023年度

職種別 職種別

雇用区分別 雇用区分別
退職率 退職率

2024年度 2023年度
勤務年数 勤務年数 勤務年数 勤務年数

職種職種

 

（２）労働安全衛生委員会を中心に職場環境巡視と改善のとりくみをすすめました。12 月の全職員会議

に産業医を招き、「こころの健康と不調の予防・セルフケア」について学習し、メンタルヘルス不調の

予防に努めました。引き続き各職場で腰痛予防体操を行い、腰痛の発生は 1 件（前年比▲4 件）にと

どまりました。ほか労災適用は通勤災害 1 件、その他 1 件含め合計 3 件となりました。（詳細は各種

委員会の 2024 年度総括を参照）。 

（３）2024 年度から一部の事業に義務化された生産性向上のとりくみとして、ちどり福祉会では業務改

善推進委員会を立ち上げ、介護の質の向上と働きやすい職場を追求するための業務の見直し・業務効

率化のとりくみをすすめました。実態把握のための職員アンケート、課題の洗い出し、課題に対する

具体的実践を行いました（詳細は各種委員会の 2024 年度総括を参照）。 

（４）事業所別月平均の時間外労働時間数では、八田特養で大幅に増加（前年比 53 時間増、156.6％）

しました。常勤職員退職後の補充採用が円滑に進まず休日出勤を組まざるを得なかったこと、新型コ

ロナクラスター対応等が影響しました。常勤職員の年休取得率は法人全体で平均 38.6％（前年比

100.5％）、事業所によっては 50%超えや 50％近くまで到達した事業所もありましたが、低いところ

は本部 28.5％、八田特養 30.4％、箱崎デイ 35.5％、箱崎特養 41.7％でした。リフレッシュルーム（臨

床心理士との面談）を活用し、気になる職員の早めのメンタルケアを実施しました。 

 

 

 



事業所別 月平均の時間外労働時間数（2024年 3月 16日～2025年 3月 15日） 単位 時間：分 

 

事業所別 有給休暇取得日数・取得率の推移（常勤職員；2024年 3月 16日～2025年 3月 15日） 

 

（５）法人全体で全日本民医連第 46 回定期総会方針の読了と学習をすすめ、主任以上 17 名全員が読了

完了、あわせて DVD 視聴と意見交換の学習会を延べ 43 回開催、延べ 138 名の職員が参加しまし

た。戦争と平和、医療・介護、次世代のために私たちが何をすべきか、情勢と今後の運動課題につ

いて深めました。 

（６）制度教育として課長以上、主任・リーダー、在籍 5 年目以上職員の階層別研修を実施しました。

課長以上、主任・リーダー計 30 名は心理的安全性、5 年目以上 49 名は中堅として後輩職員にどう

かかわるか等、職場・職員間の円滑なコミュニケーションをすすめる人間関係づくりについて学習

し、職場づくりに活用し始めました。卒後 2～4 年目研修、中途採用職員オリエンテーション研修

を実施しました。 

（７）幹部養成としての出向研修を行いました。1 名が福岡医療団での研修を 8 月に終え帰任、理事・

施設長の交代を評議員会及び理事会で確認し、10 月から新たに 1 名の出向研修を開始しました。前

年度に修了した全日本民医連主催の法人介護・福祉責任者フォローアップ研修会に参加しました。 

（８）職員の処遇改善、スキルアップ支援にとりくみました。処遇改善加算の一本化に伴い、手当の整

理や新設等を行い、職員の処遇改善を図りました。また、育児の為の時短勤務の対象拡大・短時間

職員の慶弔休暇の新設を行いました。他、ケアマネ更新研修や介護福祉士実務者研修の費用補助の

対象を拡大しました。 

事業所 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 前年比 増減

本部 0:32 0:49 2:02 1:52 91.8% -0:10

特別養護老人ホームいきいき八田 60:22 97:18 94:42 148:19 156.6% 53:47

いきいき八田デイサービス 4:43 5:27 8:01 7:49 97.5% -0:12

いきいき八田デイサービスゆとり 10:28 4:35 5:22 7:41 143.2% 2:19

福岡市東第6地域包括支援センター 2:12 0:49 3:47 6:03 159.9% 2:16

特別養護老人ホームいきいき箱崎 51:16 54:10 60:40 59:47 98.5% -0:53

小規模多機能ホームのどか 11:03 11:56 17:46 16:56 95.3% -0:50

いきいき箱崎デイサービス 43:19 65:26 59:33 34:39 58.2% -24:54

いきいきハウス箱崎 2:35 1:52 1:55 1:44 90.4% -0:11

事業所 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 前年比 増減

日数 8.0 15.5 24.5 25.5 104.1% 1

取得率 11.6% 19.4% 31.0% 28.5% 91.9% -2.5%

日数 483.5 537.5 564.0 534.5 94.8% -29.5

取得率 28.2% 30.4% 30.7% 30.4% 99.0% -0.3%

日数 122.0 194.5 162.0 175.0 108.0% 13

取得率 36.6% 54.9% 48.2% 49.6% 102.9% 1.4%

日数 56.0 53.0 32.0 31.0 96.9% -1

取得率 67.9% 70.7% 52.5% 47.3% 90.1% -5.2%

日数 129.5 163.5 162.5 153.0 94.2% -9.5

取得率 40.2% 50.3% 52.8% 58.3% 110.4% 5.5%

日数 267.0 365.0 308.0 313.5 101.8% 5.5

取得率 34.7% 46.2% 41.7% 41.7% 100.0% 0.0%

日数 174.0 159.0 171.0 196.0 114.6% 25

取得率 52.4% 43.9% 43.0% 48.9% 113.7% 5.9%

日数 111.5 131.5 151.0 133.0 88.1% -18

取得率 31.9% 36.5% 43.0% 35.5% 82.6% -7.5%

日数 18.5 23.0 18.5 17.0 91.9% -1.5

取得率 47.4% 59.0% 52.9% 47.9% 90.5% -5.0%

日数 1370.0 1642.5 1593.5 1578.5 99.1% -15

取得率 34.2% 39.5% 38.4% 38.6% 100.5% 0.2%

小規模多機能ホームのどか

いきいき箱崎デイサービス

いきいきハウス箱崎

法人全体

本部

特別養護老人ホームいきいき八田

いきいき八田デイサービス

いきいき八田デイサービスゆとり

福岡市東第6地域包括支援センター

特別養護老人ホームいきいき箱崎



３．個人の尊厳と人権、安心と安全に配慮した質の高い介護活動実践の課題について 

（１）各事業所で尊厳と人権・倫理的課題に関する学習と実践にとりくみました。福岡・佐賀民医連（以

下；県連）主催の旧優生保護法学習会へ課長以上 6 名が参加し、当該法の本質と原因、人権侵害と

倫理的課題について学びを深めました。「特別養護老人ホームいきいき八田」「いきいき八田ショー

トステイ」「特別養護老人ホームいきいき箱崎」「いきいき箱崎ショートステイ」では、職場会議に

おいて個人の尊厳に関する学習をすすめました。 

（２）「特別養護老人ホームいきいき八田」は看取り介護の実践、その他の事業所では施設や在宅での終

末期を支援するケアを実践しました。「小規模多機能ホームのどか」はユマニチュード認証制度のブ

ロンズ認証取得に向けたとりくみを開始し、あわせて認知症ケアの質の向上と上位区分加算取得に

向け、認知症介護実践リーダー研修を受講しました。「いきいき八田デイサービスゆとり」は認知症

対応型通所介護事業所として、利用者とその家族に寄り添ったケアや相談援助を実践しました。 

（３）利用者・入所者の重度化と医療依存度が増す中、食事中の体調急変事例、転倒・骨折事例、新型

コロナウイルス感染症罹患・入院後の逝去事例などが発生しました。管理者を中心に発生時の対応、

家族等への真摯な対応に努めました。利用者・家族と日常からの密なコミュニケーションを図り、

信頼関係の構築に努めました。各拠点で事故防止・安全に関する法定研修を行うとともに、「特別養

護老人ホームいきいき八田」「いきいき八田ショートステイ」では介護職員向けに体調急変時の対応

研修を行いました。 

（４）苦情解決委員会は 12 月のみ開催し、6 月及び 9 月、3 月は苦情等事例の発生がなかったため開催

しませんでした。年間の苦情等件数は、新型コロナウイルス感染症罹患に関する説明不足等に関す

る苦情、看取り介護中の状態変化に応じた夜間面会対応に関する苦情、右前頭部の傷の発生に関す

る苦情の計 3 件でした。いずれも真摯に対応し、円滑な解決に努めました。昨年 4 月に「ちどり福

祉会における苦情解決の仕組み」に関する全職員研修を実施し、第三者委員や解決手順、苦情にな

りやすい要因、初期対応のポイント等を学習・共有しました。 

（５）2024 年度介護報酬改定対応として、口腔ケアに関するとりくみを推進しました。「特別養護老人

ホームいきいき八田」では、たたらリハビリテーション病院歯科の歯科医師・歯科衛生士と開催す

る歯科連絡会議において、誤嚥性肺炎リスク評価を毎月実施しました。歯科医師・歯科衛生士の指

導・助言をもとに現場で口腔ケアを実践し、誤嚥性肺炎による入院が減少した（2023 年度 9 名→

2024 年度 4 名）という成果を得ました。人員配置の課題で加算算定には至っていませんが、介護

の質の向上が経営向上につながる実感をもてました。 

（６）新型コロナ、季節性インフルエンザ等の感染対策に留意しながら、食事づくりや生花サークル等

の行事やレクリェーション活動に旺盛にとりくみました。面会についても予約制を廃止し、1 回あ

たりの時間を拡大するなど、制限緩和に向けとりくみました。居宅サービスでは一部傾聴ボランテ

ィアを受け入れ、利用者の QOL 向上に資する活動を再開しました。 

 

４．医療との連携、地域との連携強化、無差別・平等の地域包括ケア実践の課題について 

（１）福岡医療団や福岡保健企画、NPO 福岡地域福祉サービス協会等グループ法人との協力・連携を

図りました。全国的に医療・介護の経営が厳しさを増しており、利用者確保や経営向上に資する医

療・介護の一体的な運営・展開に向けたグループ法人全体としての事業構想の協議が必要です。千

鳥橋病院と「特別養護老人ホームいきいき八田」「特別養護老人ホームいきいき箱崎」の三者による

連携会議を新たに開始し、入退院にかかる連携を強化しました。たたらリハビリテーション病院師

長会議・管理会へ入退院連携強化の協力要請を行いました。千鳥橋病院の新卒医師オリエンテーシ

ョン研修、退院支援看護師の見学研修に協力しました。 

（２）行政や社会福祉協議会、地域の事業所と協力・連携し、様々な地域貢献活動にとりくみました。

八田拠点では、たたら地域ふくしネットやひがしかぜの会を通じた事業所ネットワーク活動、八田

健康カフェすこやか、しろうおカフェおれんじ（認知症カフェ）、八田校区ランタン祭りのランタン



製作、「いきいき八田デイサービス」は利用者と育てた野菜をこども食堂へ寄付、公民館作品展への

作品展示などにとりくみました。箱崎拠点では、東区小規模多機能連絡会やはこうまネットを通じ

た事業所ネットワーク活動、貝塚サロン講師派遣、はこざきカフェや箱崎校区防災訓練への参加等

にとりくみました。法人ではふくおかライフレスキュー事業（社会福祉法人の連携による生活困窮

者支援事業）に継続して参加し、地域の社会福祉法人と連携を図りました。 

（３）認知症ケア向上と並行して、両拠点ともに認知症に関する知識等の啓発、まちづくりにとりくみ

ました。各校区での認知症サポーター養成講座やユマニチュード講座の講師活動、認知症声かけ訓

練や東区 RUN 伴の企画・実施に旺盛に参加し、地域や行政からの信頼を得ています。 

（４）「福岡市東第 6 地域包括支援センター」は、各校区団体の諸会議への参加や関係機関への啓発活

動を通じて、地域課題の解決に向けた実践を展開しました。青葉校区・八田校区での地域ケア会議、

多々良校区蒲田市営住宅管理組合との団地住民支援に向けた懇談など、地域包括ケアのまちづくり

に向け法人内事業所や関係機関と連携しながらとりくみをすすめました。 

 

５．災害・感染症への対応と事業を継続できる法人・事業所づくりの課題について 

（１）5 類感染症となった新型コロナウイルス感染症は変わらず猛威を奮い、ちどり福祉会の事業所も

たびたびクラスターに見舞われましたが、職員の懸命なケアと協力医療機関との連携により比較的

早期に収束させました。11 月末から季節性インフルエンザが急増し 12 月中旬には警報発令となっ

たため、職員への注意喚起と施設の面会時間縮小を実施し、施設・事業所内での感染及び拡大は防

止しました。協力医療機関の感染管理認定看護師の協力を得て、八田拠点感染予防委員会にて感染

症対策向上のための学習会に 5 回シリーズでとりくみました。 

（２）BCP（事業継続計画）に則り、八田拠点・箱崎拠点で自然災害及び感染・クラスター発生を想定

した研修・訓練を実施し、計画や発生時の対応手順等を確認しました。 

 

６．憲法と平和・社会保障、地球環境を守る運動、介護ウェーブの課題について 

（１）全日本民医連主催の 2024 年度介護報酬改定対応検討会や介護・福祉責任者会議、社会福祉法人

専務・事務局長・施設長会議に参加しました。九州・沖縄地方協議会では介護部門責任者会議や社

会福祉法人責任者会議、介護事業所管理運営セミナー、社会福祉法人学習交流集会に参加しました。

県連方針・理事会に結集し、幹部研修や学術・運動交流集会などの各種研修会や委員会活動に参加

しました。 

（２）21 世紀･老人福祉の向上を目指す施設連絡会（21･老福連）監事としての役割を果たし、12 月の

職員研究交流集会に分科会座長、発表者として 3 名が参加しました。福岡市老人福祉施設協議会で

は東ブロック相談員会議や施設長会議に参加しました。憲法が生きる福祉社会をめざす福岡共同会

議（福祉共同会議）に役員として参加し、7 月の総会で「2024 年度介護報酬改定の問題点」を報告、

問題提起を行いました。 

（３）介護ウェーブのとりくみをすすめました。職員による署名推進のほか、宣伝行動を 3 回実施しま

した。9 月は県連による「医師・看護師・介護職ふやせ！大宣伝行動」に 7 名が参加、11 月介護の

日には宣伝行動をちどり福祉会が主催、法人から 10 名ほかグループ法人や県連事務局も参加し発

言・署名活動にとりくみました。3 月 8 日県連主催介護のつどい前に博多駅前での宣伝行動を企画

し、法人内 4 名他法人 18 名の計 22 名が参加しました。介護保険制度や新型コロナ問題の改善を求

め、県連や福岡市社保協、福岡医療団グループ法人などと連携して行政との懇談にとりくみました。 

（４）地域の拠り所として福祉・介護をめぐる情報の発信・啓発にとりくみました。「特別養護老人ホー

ムいきいき八田」を事務局とするたたら地域ふくしネットで 2 月に「ヤングケアラー学習会」を開

催、民生委員などの地域団体役員や医療・介護・障がい福祉事業所から 25 名が参加し、地域にお

けるヤングケアラーの実情や支援のあり方について学びを深めました。 

（５）憲法・平和・社保の課題では、法人平和・社保委員会を中心に職員による署名活動にとりくみま



した。 

（６）SDGs が掲げる 17 の目標を参考に、事業活動を通じて諸課題にとりくみました。7 エネルギーの

目標に対しては「いきいき八田デイサービス」で引き続きコンビニエンスストアと提携し、新聞紙

を再利用したエコバッグ製作にとりくみ、手に取った地域住民から感謝の手紙が届くなど嬉しい成

果がありました。11 住み続けられるまちづくりの目標に対しては、各事業所の地域貢献活動を通じ

て「認知症になっても安心して住み続けられる」「地域まるごと健康」のまちづくりに、地域住民や

近隣の医療・介護事業所とともにとりくみました。 

 

Ⅲ．組織の概況 

（１）役員（理事・監事）の状況 

①理事・監事の定数と在任数 

定数と在任数 理事 定数 6 名・在任数 6 名 監事 定数 2 名・在任数 2 名 

②理事・監事の任期：2023 年 6 月 17 日～2024 年会計年度終了後の定時評議員会終結時まで 

 

③理事会の開催状況、決議事項等

 

氏名 現就任年月日 職業・経歴 役員の資格等

理事長 熊谷　芳夫 2023年6月17日
公益社団法人福岡医療団

医師
事業区域福祉精通者

業務執行理事 川添　大介 2023年6月17日
特別養護老人ホームいきいき八田

施設長
施設管理者

理事 川本　正己 2023年6月17日
社会福祉法人ちどり福祉会

法人事務長
社会福祉事業経営有識者

理事 和田峯　ゆき江 2023年6月17日
元　社会福祉法人ちどり福祉会

事務局長
社会福祉事業経営有識者

理事 牛嶋　慶輔 2023年6月17日
社会福祉法人ちどり福祉会

事務局長
社会福祉事業経営有識者

理事 門司　純 2024年10月16日
特別養護老人ホームいきいき箱崎

施設長
施設管理者

監事 成冨　学 2023年6月17日 元　親仁会職員 財務管理有識者

監事 山本　明美 2023年6月17日
元　特別養護老人ホームいきいき八田

施設長
社会福祉事業有識者

理
事

役職

監
事

開催年月日

招集通知日

2024年4月20日

2024年4月8日

2024年5月18日

2024年5月8日

2024年6月15日

2024年6月6日

2024年7月20日

2024年7月10日

2024年8月17日

2024年8月8日

2024年9月21日

2024年9月9日

2024年10月19日

2024年10月10日

2024年11月16日

2024年11月7日

2024年12月21日

2024年12月6日

2025年1月18日

2025年1月10日

2025年2月15日

2025年2月6日

2025年3月15日

2025年3月7日
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①7月決算報告　②施設長の交代　③最低賃金改定への対応　④就業規則の改定

6/6 2/2
①8月決算報告

6/6 0/2
①5月決算報告　②育児休業規程の改定

6/6 2/2
①6月決算報告　②理事の変更　③評議員選任・解任委員の変更　④評議員会の招集
⑤八田デイ・ゆとりの給食業者の変更　⑥八田デイ・ゆとりの食材料費の変更

6/6 2/2
①2023年度事業活動報告　②2023年度決算・監事監査報告　③2024年度定時評議員会招集
④特定処遇改善手当（5月支給分）　⑤処遇改善支援手当（5月支給分）

6/6 2/2
①4月決算報告　②2024年度最終予算　③処遇改善加算一本化に対応する給与規程の改定
④春闘二次回答　⑤短時間雇用職員就業規則の改定

出席者数
／理事数

出席者数
／監事数

議　　　　　　題

6/6 2/2
①2月決算報告　②特定処遇改善手当（4月支給分）



（２）評議員の状況 

①評議員の定数と在任数 

定数と在任数 評議員 定数 7 名・在任数 7 名 

②評議員の任期：2021 年 6 月 19 日～2024 年会計年度終了後の定時評議員会終結時まで 

 

③評議員会の開催状況、決議事項等 

 

 

（３）施設・事業所の状況 

施設・事業所名 住所 事業所番号 事業開始日

特別養護老人ホームいきいき八田

（ショートステイ含む）
福岡市東区八田1-4-15 4070801420 2003年10月15日

特別養護老人ホームいきいき八田

（地域密着型・ユニット型）
福岡市東区八田1-4-15 4090800337 2015年10月15日

いきいき八田ショートステイ

（空床利用型・ユニット型）
福岡市東区八田1-4-15 4070804473 2015年10月15日

いきいき八田デイサービス 福岡市東区八田1-4-15 4070801438 2003年10月15日

いきいき八田デイサービスゆとり 福岡市東区八田1-4-15 4090800063 2008年9月1日

福岡市東第6地域包括支援センター

（介護予防支援事業所）
福岡市東区八田1-4-48 4000800112 2015年4月1日

特別養護老人ホームいきいき箱崎 福岡市東区箱崎6-18-7 4090800139 2011年5月1日

いきいき箱崎ショートステイ 福岡市東区箱崎6-18-7 4070802956 2011年5月1日

小規模多機能ホームのどか 福岡市東区箱崎6-18-7 4090800121 2011年5月1日

いきいき箱崎デイサービス 福岡市東区箱崎6-18-9 4070803749 2013年9月1日

サービス付き高齢者向け住宅いきいきハウス箱崎 福岡市東区箱崎6-18-9 なし 2013年9月1日
 

 

 

氏名 現就任年月日 職業・経歴 役員の資格等

片山　公繼 2021年6月19日 元　福岡地区労連　副議長 社会福祉事業経営有識者

井上　滋子 2021年6月19日 弁護士 社会福祉法人に関与する弁護士

小池　多恵子 2021年6月19日 介護支援専門員 事業区域福祉精通者

杉本　芳彦 2021年6月19日 公益社団法人福岡医療団　監事 社会福祉事業経営有識者

芹川　和廣 2021年6月19日 社会福祉法人紅葉会　評議員 社会福祉事業経営有識者

平田　孝 2021年6月19日
元　福岡医療団理事・薬剤師
ふくおか健康友の会　会長

社会福祉事業経営有識者

冨山　克彦 2022年8月1日
NPO法人福岡地域福祉サービス協会

副理事長
社会福祉事業経営有識者

役職

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

開催年月日

招集通知日

2024年6月15日

2024年5月23日

2024年9月21日

2024年8月26日

2024年12月21日

2024年12月2日

2025年3月15日

2025年3月4日
2月15日 7/7 2/2

①2025年度事業計画及び収支予算

8月17日 6/7 2/2
①理事の変更

11月16日 7/7 2/2
なし（報告事項のみ）

開催を決議した

理事会の日

出席者数

／評議員数

出席者数
／監事数 議　　　　　　題

5月18日 6/7 2/2
①2023年度事業活動報告　②2023年度決算・監事監査報告　③2024年度最終予算



（４）施設基準・加算等一覧（2025 年 3 月 31 日現在） 

 ①特別養護老人ホームいきいき八田（介護老人福祉施設、ユニット型地域密着型介護老人福祉施設） 

・日常生活継続支援加算Ⅰ 

・日常生活継続支援加算Ⅱ（ユニット型地域密着型のみ） 

・看護体制加算Ⅰ 

・看護体制加算Ⅱ 

・夜勤職員配置加算Ⅰ 

・夜勤職員配置加算Ⅱ（ユニット型地域密着型のみ） 

・準ユニットケア加算 

・個別機能訓練加算Ⅰ 

・個別機能訓練加算Ⅱ（LIFE） 

・精神科医療養指導加算 

・外泊時費用 

・初期加算 

・退所時栄養情報連携加算 

・退所時情報提供加算 

・協力医療機関連携加算１ 

・療養食加算 

・看取り介護加算Ⅰ 

・褥瘡マネジメント加算Ⅰ（LIFE） 

・褥瘡マネジメント加算Ⅱ（LIFE） 

・科学的介護推進体制加算Ⅱ（LIFE） 

・安全対策体制加算 

・高齢者施設等感染対策向上加算Ⅱ 

・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

 ②いきいき八田ショートステイ（併設型短期入所生活介護、空床利用型短期入所生活介護） 

・機能訓練体制加算 

・看護体制加算Ⅰ 

・看護体制加算Ⅱ 

・夜勤職員配置加算Ⅰ 

・送迎加算 

・口腔連携強化加算 

・サービス提供体制強化加算Ⅱ 

・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

 ③いきいき八田デイサービス（通常規模型通所介護、総合事業） 

・7 時間以上 8 時間未満 

・入浴介助加算Ⅰ 

・個別機能訓練加算Ⅰイ 

・個別機能訓練加算Ⅰロ 

・個別機能訓練加算Ⅱ（LIFE） 

・ADL 維持等加算Ⅰ（LIFE） 

・科学的介護推進体制加算（LIFE） 

・サービス提供体制強化加算Ⅰ 



・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

④いきいき八田デイサービスゆとり（認知症対応型通所介護、介護予防認知症対応型通所介護） 

・7 時間以上 8 時間未満 

・入浴介助加算Ⅰ 

・個別機能訓練加算Ⅰ 

・科学的介護推進体制加算（LIFE） 

・サービス提供体制強化加算Ⅱ 

・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

 ⑤福岡市東第 6 地域包括支援センター（介護予防支援） 

・福岡市受託事業 

・初回加算 

・委託連携加算 

 

 ⑥特別養護老人ホームいきいき箱崎（ユニット型地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護） 

・日常生活継続支援加算Ⅱ 

・看護体制加算Ⅰ 

・看護体制加算Ⅱ 

・夜勤職員配置加算Ⅱ 

・個別機能訓練加算Ⅰ 

・個別機能訓練加算Ⅱ（LIFE） 

・精神科医療養指導加算 

・外泊時費用 

・初期加算 

・退所時栄養情報連携加算 

・退所時情報提供加算 

・協力医療機関連携加算１ 

・療養食加算 

・褥瘡マネジメント加算Ⅰ（LIFE） 

・褥瘡マネジメント加算Ⅱ（LIFE） 

・科学的介護推進体制加算Ⅱ（LIFE） 

・安全対策体制加算 

・高齢者施設等感染対策向上加算Ⅱ 

・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

 ⑦いきいき箱崎ショートステイ（併設型ユニット型短期入所生活介護、併設型ユニット型介護予防  

短期入所生活介護） 

・機能訓練体制加算 

・看護体制加算Ⅱ 

・夜勤職員配置加算Ⅱ 

・送迎加算 

・緊急短期入所受入加算 

・口腔連携強化加算 

・サービス提供体制強化加算Ⅱ 



・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

 ⑧小規模多機能ホームのどか（小規模多機能型居宅介護） 

・初期加算 

・認知症加算Ⅲ 

・認知症加算Ⅳ 

・看護職員配置加算Ⅱ 

・訪問体制強化加算 

・総合マネジメント体制強化加算Ⅰ 

・科学的介護推進体制加算 

・サービス提供体制強化加算Ⅰ 

・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

 ⑨いきいき箱崎デイサービス（通常規模型通所介護、総合事業） 

・7 時間以上 8 時間未満 

・入浴介助加算Ⅰ 

・個別機能訓練加算Ⅰイ 

・個別機能訓練加算Ⅰロ 

・個別機能訓練加算Ⅱ（LIFE） 

・ADL 維持等加算Ⅰ（LIFE） 

・科学的介護推進体制加算（LIFE） 

・サービス提供体制強化加算Ⅰ 

・介護職員等処遇改善加算Ⅰ 

 

 ⑩いきいきハウス箱崎 

・サービス付き高齢者向け住宅（住宅型有料老人ホーム） 

 

 

【各事業所の 2024 年度事業活動報告及び法人・拠点・事業所委員会総括】 別紙参照 

 




























